
JP 2014-112149 A 2014.6.19

10

(57)【要約】
【課題】　有機ＥＬ素子を立ち上がりよく発光させ、ま
た、発光輝度の階調制御におけるリニヤリティーを向上
させることを可能とする。
【解決手段】　表示コントローラ１４によって、次の走
査ラインＳ１～Ｓｍの走査前に、各走査スイッチ２１～
２ｍによって走査ライン２１～２ｍの全てを第一の電位
に接続すると共に、各ドライブスイッチ３１～３ｎによ
ってドライブラインＤ１～Ｄｎの全てを第三の電位に接
続して各有機ＥＬ素子Ｅ１１～Ｅｍｎの寄生容量を放電
する第一のステップと、次に発光させる有機ＥＬ素子Ｅ
１１～Ｅｍｎが接続されたドライブラインＤ１～Ｄｎを
プリチャージ定電流源Ｂ１～Ｂｎと接続し、プリチャー
ジ定電流を供給してこのドライブラインＤ１～Ｄｎに接
続される次に発光させない有機ＥＬ素子Ｅ１１～Ｅｍｎ
の電圧を発光開始電圧より低いプリチャージ電位に昇圧
させる第二のステップと、を実行する。
【選択図】　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　互いに交差するように配設された複数の走査ラインと複数のドライブラインと、前記各
走査ラインと前記各ドライブラインとの交差位置に接続される複数の有機ＥＬ素子と、走
査時の第一の電位または非走査時の第二の電位に前記各走査ラインを接続可能な複数の走
査スイッチ手段と、駆動電流を供給する定電流源または前記第一の電位と同電位の第三の
電位に前記各ドライブラインを接続可能な複数のドライブスイッチ手段と、前記各走査ス
イッチ手段に前記各走査ラインを順次走査させ、この走査と同期して前記各ドライブスイ
ッチ手段に選択的に前記各ドライブラインを前記定電流源と接続させて前記各有機ＥＬ素
子を選択的に発光させる制御手段と、を備える有機ＥＬパネルの駆動装置であって、
前記各ドライブスイッチ手段は、プリチャージ定電流を供給するプリチャージ定電流源に
前記各ドライブラインを接続可能であり、
前記制御手段は、次の走査ラインの走査前に、
前記各走査スイッチ手段によって前記走査ラインの全てを前記第一の電位に接続すると共
に、前記各ドライブスイッチ手段によって前記ドライブラインの全てを前記第三の電位に
接続して前記各有機ＥＬ素子の寄生容量を放電する第一のステップと、
次に発光させる有機ＥＬ素子が接続されたドライブラインを前記プリチャージ定電流源と
接続し、前記プリチャージ定電流を供給してこのドライブラインに接続される次に発光さ
せない有機ＥＬ素子の電圧を発光開始電圧より低いプリチャージ電位に昇圧させる第二の
ステップと、を実行することを特徴とする有機ＥＬパネルの駆動装置。
【請求項２】
　前記プリチャージ定電流の電流値及び／あるいは供給時間を任意に変更可能であること
を特徴とする請求項１に記載の有機ＥＬパネルの駆動装置。
【請求項３】
　前記定電流源は、前記プリチャージ定電流源を兼ねることを特徴とする請求項１に記載
の有機ＥＬパネルの駆動装置。
【請求項４】
　複数の走査ラインと複数のドライブラインとを互いに交差するように配設し、前記各走
査ラインと前記各ドライブラインとの交差位置に複数の有機ＥＬ素子を接続し、走査時の
第一の電位または非走査時の第二の電位に前記各走査ラインを接続可能とし、駆動電流を
供給する定電流源または前記第一の電位と同電位の第三の電位に前記各ドライブラインを
接続可能とし、前記各走査ラインを順次走査させ、この走査と同期して選択的に前記各ド
ライブラインを前記定電流源と接続させて前記各有機ＥＬ素子を選択的に発光させる有機
ＥＬパネルの駆動方法であって、
プリチャージ定電流を供給するプリチャージ定電流源に前記各ドライブラインを接続可能
とし、
次の走査ラインの走査前に、
前記走査ラインの全てを前記第一の電位に接続すると共に、前記ドライブラインの全てを
前記第三の電位に接続して前記各有機ＥＬ素子の寄生容量を放電する第一のステップと、
次に発光させる有機ＥＬ素子が接続されたドライブラインを前記プリチャージ定電流源と
接続し、前記プリチャージ定電流を供給してこのドライブラインに接続される次に発光さ
せない有機ＥＬ素子の電圧を発光開始電圧より低いプリチャージ電位に昇圧させる第二の
ステップと、を実行することを特徴とする有機ＥＬパネルの駆動方法。
【請求項５】
　前記プリチャージ定電流の電流値及び／あるいは供給時間を任意に変更可能であること
を特徴とする請求項４に記載の有機ＥＬパネルの駆動方法。
【請求項６】
　前記定電流源は、前記プリチャージ定電流源を兼ねることを特徴とする請求項４に記載
の有機ＥＬパネルの駆動方法。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明は、有機ＥＬパネルの駆動装置及び駆動方法に関し、特にドットマトリクス型の
有機ＥＬパネルの駆動装置及び駆動方法に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、ドットマトリクス型の有機ＥＬパネルの駆動装置及び駆動方法が種々提案さ
れており、例えば特許文献１に開示されている。かかる有機ＥＬパネルは、支持基板上に
ＩＴＯ等の導電性透明膜からなる複数の陽極ライン（以下、ドライブラインと記す）をス
トライプ状に形成し、このドライブラインの背面に有機発光層を含む有機層を形成し、こ
の有機層の背面にアルミニウム等の金属蒸着膜からなる複数の陰極ライン（以下、走査ラ
インと記す）をドライブラインに直交するように形成し、これらドライブラインと走査ラ
インとで有機層を挟持して発光画素となる有機ＥＬ素子を得るものである。
【０００３】
　例えば図６に示すように、従来例である有機ＥＬパネルの駆動装置１００は、有機ＥＬ
パネル１と、陰極駆動回路２と、陽極駆動回路３と、表示コントローラ４と、を有してい
る。
【０００４】
　有機ＥＬパネル１は、有機ＥＬ素子Ｅ１１～Ｅｍｎがマトリクス状に配置されてなるも
のである。有機ＥＬ素子Ｅ１１～Ｅｍｎは、図６における水平方向に複数設けられた走査
ラインＳ１～Ｓｍと、走査ラインＳ１～Ｓｍと直交するように複数設けられたドライブラ
インＤ１～Ｄｎとの交差位置に接続されている。有機ＥＬ素子Ｅ１１～Ｅｍｎは、並列配
置されたダイオード成分及び寄生容量成分からなる等価回路で表される（図７参照）。た
だし、図面が煩雑になることを防ぐため、図６においては有機ＥＬ素子Ｅ１１～Ｅｍｎを
ダイオード成分のみで図示している。
【０００５】
　陰極駆動回路２は、各走査ラインＳ１～Ｓｍに対応する複数の走査スイッチ２１～２ｍ
を備えている。走査スイッチ２１～２ｍは、表示コントローラ４からの制御信号に基づい
て、各走査ラインＳ１～Ｓｍを選択的にアース電位（０Ｖ）または陰極側の電源電圧とな
る逆バイアス電圧Ｖｃに接続するものである。走査ラインＳ１～Ｓｍは、走査時にはアー
ス電位に接続され、非走査時には逆バイアス電圧Ｖｃと接続される。
【０００６】
　陽極駆動回路３は、各ドライブラインＤ１～Ｄｎに対応して個々に駆動電流（定電流）
を供給する定電流源Ａ１～Ａｎと、各ドライブラインＤ１～Ｄｎに定電流源Ａ１～Ａｎま
たはアース電位（０Ｖ）を接続可能とするドライブスイッチ３１～３ｎと、を備えてなる
。各ドライブスイッチ３１～３ｎの接続状態の切り換えは、表示コントローラ４からの制
御信号に基づいて決定される。
【０００７】
　表示コントローラ４は、陰極駆動回路２に制御信号を出力して走査スイッチ２１～２ｍ
によって走査ラインＳ１～Ｓｍを順次走査すると共に、入力される画像データに基づいて
この走査に同期して陽極駆動回路３に制御信号を出力して各ドライブスイッチ３１～３ｎ
の接続状態を切り換えることによって、有機ＥＬ素子Ｅ１１～Ｅｎｍを選択的に発光させ
、有機ＥＬパネル１に文字，図形等の所定画像を表示させる。上述のような有機ＥＬパネ
ル１の駆動方式は、「単純マトリクス方式」或いは「パッシブマトリクス方式」と称され
ている。
【０００８】
　また、表示コントローラ４は、陽極駆動回路３のドライブスイッチＤ１～Ｄｎの切り換
えを行う前記制御信号のパルス幅変調（ＰＷＭ）に基づいて有機ＥＬ素子Ｅ１１～Ｅｎｍ
への駆動電流のデューティー比を変更することによって有機ＥＬ素子Ｅ１１～Ｅｎｍの発
光輝度を階調制御することが可能となっている。
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【０００９】
　ここで、有機ＥＬ素子からなる有機ＥＬ素子Ｅ１１～Ｅｍｎは、図７で示されるように
所定の寄生容量を有しており、各ドライブラインＤ１～Ｄｎには、同一ドライブライン上
の各有機ＥＬ素子Ｅ１１～Ｅｍｎの寄生容量の合成容量が接続されることとなる。例えば
ドライブラインＤ１には、有機ＥＬ素子Ｅ１１～Ｅｍ１の寄生容量の合成容量が接続され
る。そのため、定電流源Ａ１～Ａｎからの駆動電流がこの合成容量を充電し、有機ＥＬ素
子Ｅ１１～Ｅｍｎが所定の発光開始電圧に達するまでに所定の時間を要し、有機ＥＬ素子
Ｅ１１～Ｅｍｎの発光立ち上がり時間に遅れが生じるという問題がある。
【００１０】
　この点を解消するべく、走査ラインＳ１～Ｓｍの走査を切り換える際にすべての走査ラ
インＳ１～Ｓｍを同電位に設定し、発光駆動時に、発光させる有機ＥＬ素子（以下、選択
素子とも言う）に対して、走査ラインＳ１～Ｓｍの非選択の逆バイアス電圧Ｖｃから選択
素子と同一ドライブライン上の発光させない有機ＥＬ素子（以下、非選択素子とも言う）
の寄生容量を経由して充電を行うリセット駆動法（例えば特許文献１参照）や、発光駆動
前に駆動電流よりも大きな値の定電流を選択素子が接続されるドライブラインに供給して
選択素子の電圧を発光開始電圧まで昇圧させるプリチャージ駆動法が知られている（例え
ば特許文献２参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１１】
【特許文献１】特開平９－２３２０７４号公報
【特許文献２】特開２００５－１５６８５９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１２】
　しかしながら、従来のリセット駆動法においては、発光立ち上がり時の選択素子の電圧
は逆バイアス電圧Ｖｃにまで上昇する。電源電圧である逆バイアス電圧Ｖｃは、通常はパ
ネル配線抵抗での電圧降下等を加味して発光開始電圧よりも高い電位に設定される。その
ため立ち上がり時に選択素子に急峻に電荷が注入されて選択素子の電圧が発光開始電圧よ
りも高い電位となるオーバーシュートが生じ、発光輝度の階調制御のリニヤリティー（直
線性）が損なわれるという問題点があった。すなわち、発光輝度の階調制御において、定
電流源Ａ１～Ａｎからの電流供給時間が長ければ比較的オーバーシュートによる影響は目
立たないものの、電流供給時間が短くなるほどその影響が顕著となり、短い電流印加時間
において実際の発光輝度が所望の輝度よりも高くなるという問題点を有している。
　また、特許文献２に開示されるプリチャージ駆動法では、選択素子の電圧を急峻に発光
開始電圧まで昇圧させる必要があるため、発光駆動前のプリチャージ用定電流源の電流値
が大きなものとなり回路が大型化するという問題点を有している。
【００１３】
　本発明は、この問題に鑑みてなされたものであり、有機ＥＬ素子を立ち上がりよく発光
させ、また、発光輝度の階調制御におけるリニヤリティーを向上させることが可能な有機
ＥＬパネルの駆動装置及び駆動方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　本発明は、前記課題を解決するために、互いに交差するように配設された複数の走査ラ
インと複数のドライブラインと、前記各走査ラインと前記各ドライブラインとの交差位置
に接続される複数の有機ＥＬ素子と、走査時の第一の電位または非走査時の第二の電位に
前記各走査ラインを接続可能な複数の走査スイッチ手段と、駆動電流を供給する定電流源
または前記第一の電位と同電位の第三の電位に前記各ドライブラインを接続可能な複数の
ドライブスイッチ手段と、前記各走査スイッチ手段に前記各走査ラインを順次走査させ、
この走査と同期して前記各ドライブスイッチ手段に選択的に前記各ドライブラインを前記



(5) JP 2014-112149 A 2014.6.19

10

20

30

40

50

定電流源と接続させて前記各有機ＥＬ素子を選択的に発光させる制御手段と、を備える有
機ＥＬパネルの駆動装置であって、
前記各ドライブスイッチ手段は、プリチャージ定電流を供給するプリチャージ定電流源に
前記各ドライブラインを接続可能であり、
前記制御手段は、次の走査ラインの走査前に、
前記各走査スイッチ手段によって前記走査ラインの全てを前記第一の電位に接続すると共
に、前記各ドライブスイッチ手段によって前記ドライブラインの全てを前記第三の電位に
接続して前記各有機ＥＬ素子の寄生容量を放電する第一のステップと、
次に発光させる有機ＥＬ素子が接続されたドライブラインを前記プリチャージ定電流源と
接続し、前記プリチャージ定電流を供給してこのドライブラインに接続される次に発光さ
せない有機ＥＬ素子の電圧を発光開始電圧より低いプリチャージ電位に昇圧させる第二の
ステップと、を実行することを特徴とする。
【００１５】
　本発明は、前記課題を解決するために、複数の走査ラインと複数のドライブラインとを
互いに交差するように配設し、前記各走査ラインと前記各ドライブラインとの交差位置に
複数の有機ＥＬ素子を接続し、走査時の第一の電位または非走査時の第二の電位に前記各
走査ラインを接続可能とし、駆動電流を供給する定電流源または前記第一の電位と同電位
の第三の電位に前記各ドライブラインを接続可能とし、前記各走査ラインを順次走査させ
、この走査と同期して選択的に前記各ドライブラインを前記定電流源と接続させて前記各
有機ＥＬ素子を選択的に発光させる有機ＥＬパネルの駆動方法であって、
プリチャージ定電流を供給するプリチャージ定電流源に前記各ドライブラインを接続可能
であり、
次の走査ラインの走査前に、
前記走査ラインの全てを前記第一の電位に接続すると共に、前記ドライブラインの全てを
前記第三の電位に接続して前記各有機ＥＬ素子の寄生容量を放電する第一のステップと、
次に発光させる有機ＥＬ素子が接続されたドライブラインを前記プリチャージ定電流源と
接続し、前記プリチャージ定電流を供給してこのドライブラインに接続される次に発光さ
せない有機ＥＬ素子の電圧を発光開始電圧より低いプリチャージ電位に昇圧させる第二の
ステップと、を実行することを特徴とする。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明によれば、有機ＥＬ素子を立ち上がりよく発光させ、また、発光輝度の階調制御
におけるリニヤリティーを向上させることが可能となるものである。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】本発明の実施形態である有機ＥＬパネルの駆動装置を示す回路図である。
【図２】同上有機ＥＬパネルの駆動装置における第一のステップを説明する回路図である
。
【図３】同上有機ＥＬパネルの駆動装置における第二のステップを説明する回路図である
。
【図４】同上有機ＥＬパネルの駆動装置における発光駆動を説明する回路図である。
【図５】（ａ）従来例における選択素子の電圧を示すタイムチャート図及び（ｂ）同上有
機ＥＬパネルの駆動装置における選択素子の電圧を示すタイムチャート図である。
【図６】従来例を示す回路図である。
【図７】同上従来例の有機ＥＬ素子の等価回路の説明図である。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　以下、添付の図面に基づいて、本発明の一実施形態を説明する。なお、前述の従来例と
同一あるいは相当箇所には同一符号を付してその詳細は適宜省略する。
【００１９】



(6) JP 2014-112149 A 2014.6.19

10

20

30

40

50

　本発明の実施形態である有機ＥＬパネルの駆動装置２００は、有機ＥＬパネル１１と、
陰極駆動回路１２と、陽極駆動回路１３と、表示コントローラ（制御手段）１４と、メモ
リ１５と、を備えている。なお、図１では各部を別個に示しているが、各部を一体的に備
えるコントロールドライバーＩＣを用いても良い。
【００２０】
　有機ＥＬパネル１１は、有機ＥＬ素子Ｅ１１～Ｅｍｎがマトリクス状に配設されてなる
ものである。有機ＥＬ素子Ｅ１１～Ｅｍｎは、図１中の水平方向に複数設けられた走査ラ
インＳ１～Ｓｍと、走査ラインＳ１～Ｓｍと直交するように複数設けられたドライブライ
ンＤ１～Ｄｎとの交差位置に接続されている。有機ＥＬ素子Ｅ１１～Ｅｍｎは、並列配置
されたダイオード成分及び寄生容量成分からなる等価回路で表される（図７参照）。ただ
し、図面が煩雑になることを防ぐため、図１においては有機ＥＬ素子Ｅ１１～Ｅｍｎをダ
イオード成分のみで図示している。
【００２１】
　陰極駆動回路１２は、各走査ラインＳ１～Ｓｍに対応する複数の走査スイッチ（走査ス
イッチ手段）２１～２ｍを備えている。走査スイッチ２１～２ｍは、表示コントローラ１
４からの制御信号に基づいて、各走査ラインＳ１～Ｓｍを選択的にアース電位（０Ｖ、第
一の電位）または陰極側の電源電圧となる逆バイアス電圧（第二の電位）Ｖｃに接続する
ものである。つまり、走査時の走査ラインＳ１～Ｓｍはアース電位に接続され、非走査時
の走査ラインＳ１～Ｓｍは逆バイアス電圧Ｖｃに接続される。
【００２２】
　陽極駆動回路１３は、各ドライブラインＤ１～Ｄｎに対応して個々に駆動電流（定電流
）を供給する定電流源Ａ１～Ａｎと、各ドライブラインＤ１～Ｄｎに対応して個々に後述
するプリチャージ用のプリチャージ電流（定電流）を供給するプリチャージ定電流源Ｂ１
～Ｂｎと、各ドライブラインＤ１～Ｄｎを選択的に定電流源Ａ１～Ａｎ、プリチャージ定
電流源Ｂ１～Ｂｎまたはアース電位（０Ｖ、第三の電位）を接続可能とするドライブスイ
ッチ（ドライブスイッチ手段）３１～３ｎと、を備える。各ドライブスイッチ３１～３ｎ
の接続状態の切り換えは、表示コントローラ４からの制御信号に基づいて決定される。選
択素子が接続されるドライブラインＤ１～Ｄｎは定電流源Ａ１～Ａｎと接続され、選択素
子が接続されないドライブラインＤ１～Ｄｎはアース電位と接続される。走査された走査
ラインＳ１～Ｓｍと定電流源Ａ１～Ａｎと接続されるドライブラインＤ１～Ｄｎとの交差
位置に接続される選択素子は、順方向に駆動電流が供給されて発光する。また、選択素子
が接続されるドライブラインＤ１～Ｄｎは、走査ラインＳ１～Ｓｍの次の走査前にプリチ
ャージ定電流源Ｂ１～Ｂｎと接続されて同一ドライブラインＤ１～Ｄｎ上の非選択素子を
含む有機ＥＬ素子Ｅ１１～Ｅｍｎにプリチャージ電流が供給される。前記プリチャージ定
電流が供給された有機ＥＬ素子Ｅ１１～Ｅｍｎには順方向の電荷が注入され正の電圧が発
生する。なお、正の電圧とは、陽極側の電位が、陰極側の電位よりも高い状態を示してい
る。
【００２３】
　表示コントローラ１４は、陰極駆動回路１２に制御信号を出力して走査ラインＳ１～Ｓ
ｍを順次走査すると共に、入力される画像データに基づいてこの走査と同期して陽極駆動
回路１３に制御信号を出力して各ドライブスイッチ３１～３ｎの接続状態を切り換えるこ
とによって、有機ＥＬパネル１に文字，図形等の所定画像を表示させる。また、表示コン
トローラ１４は、陽極駆動回路１３のドライブスイッチ３１～３ｎの切り換えを行う前記
制御信号のパルス幅変調（ＰＷＭ）に基づいて有機ＥＬ素子Ｅ１１～Ｅｎｍへの駆動電流
のデューティー比を変更することによって有機ＥＬ素子Ｅ１１～Ｅｎｍの発光輝度を階調
制御することが可能となっている。
【００２４】
　メモリ１５は、前記画像データを記憶する記憶素子であり、ＶＲＡＭ等からなる。
【００２５】
　次に、本実施形態における有機ＥＬパネルの駆動方法について、走査ラインＳ１の走査
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時に有機ＥＬ素子Ｅ１１，Ｅ１２を選択素子として発光させ、その後走査ラインＳ２の走
査時に有機ＥＬ素子Ｅ２２，Ｅ２３を選択素子として発光させる場合を例に上げて説明す
る。
【００２６】
　表示コントローラ１４は、まず、陰極駆動回路１２に前記制御信号を出力して、図１に
示すように走査スイッチ２１によって走査ラインＳ１を走査し（アース電位に接続し）、
また、この走査と同期して陽極駆動回路１３に前記制御信号を出力して、ドライブスイッ
チ３１，３２によってドライブラインＤ１，Ｄ２を定電流源Ａ１，Ａ２と接続する。これ
によって、順方向に駆動電流が供給されると選択素子である有機ＥＬ素子Ｅ１１，Ｅ１２
が発光する。
【００２７】
　そして、走査ラインＳ１の走査を終了した後、走査ラインＳ２を走査する次の走査の前
に、以下のステップを実行する。
【００２８】
　表示コントローラ１４は、第一のステップとして、陰極駆動回路１２及び陽極駆動回路
１３に前記制御信号を出力して、走査スイッチ２１～２ｍ及びドライブスイッチ３１～３
ｎによって、図２に示すように走査ラインＳ１～Ｓｍの全て及びドライブラインＤ１～Ｄ
ｎの全てを共にアース電位に接続して、前に発光させた有機ＥＬ素子Ｅ１１，Ｅ２１の寄
生容量を放電させる。
【００２９】
　次に、表示コントローラ１４は、第二のステップとして、陽極駆動回路１３に前記制御
信号を出力して、ドライブスイッチ３２，３３によって、図３に示すように次の選択素子
である有機ＥＬ素子Ｅ２２，Ｅ３２が接続されるドライブラインＤ２，Ｄ３をプリチャー
ジ定電流源Ｂ２，Ｂ３に接続する。なお、走査ラインＳ１～Ｓｎの全て及び次の選択素子
が接続されない他のドライブラインＤ１，Ｄｎはアース電位に接続された状態が維持され
る。これにより、プリチャージ定電流源Ｂ２，Ｂ３からの前記プリチャージ定電流がドラ
イブラインＤ２，Ｄ３上の非選択素子を含む全ての有機ＥＬ素子Ｅ２２～Ｅ２ｍ，Ｅ３１
～Ｅ３ｍに対して順方向に供給される（プリチャージ）。このプリチャージにより、有機
ＥＬ素子Ｅ２２～Ｅ２ｍ，Ｅ３１～Ｅ３ｍの寄生容量には順方向の電荷が注入され、有機
ＥＬ素子Ｅ２２～Ｅ２ｍ，Ｅ３１～Ｅ３ｍには正の電圧が発生する。このとき、前記プリ
チャージ定電流の電流値及び／または供給時間は、有機ＥＬ素子Ｅ２２～Ｅ２ｍ，Ｅ３１
～Ｅ３ｍの両電極間の正の電圧が発光開始より低い電位のプリチャージ電圧Ｖｐに上昇す
る（設定される）ように適宜定められる。前記プリチャージ定電流の電流値及び／または
供給時間をこのように定める理由は後で詳述する。
【００３０】
　そして、前記プリチャージが終了すると、表示コントローラ１４は、陰極駆動回路１２
に前記制御信号を出力して、走査スイッチ２２によって、次の走査として図４に示すよう
に走査ラインＳ２を走査する。走査ラインＳ２の走査に際しては、走査される走査ライン
Ｓ２をアース電位に接続する状態を維持する一方、走査スイッチ２１，２３～２ｍの接続
状態を切り換えて走査されない他の走査ラインＳ１，Ｓ３～Ｓｍを逆バイアス電圧Ｖｃに
接続する状態とする。また、表示コントローラ１４は、走査ラインＳ２の走査と同期して
陽極駆動回路１３に前記制御信号を出力し、ドライブスイッチ３１，３２によって、次の
選択素子である有機ＥＬ素子Ｅ２２，Ｅ３２が接続されるドライブラインＤ２，Ｄ３を定
電流源Ａ２，Ａ３に接続する一方、選択素子が接続されない他のドライブラインＤ１，Ｄ
ｎをアース電位に接続する状態を維持する。これにより、図４の矢印で示すように選択素
子である有機ＥＬ素子Ｅ２２，Ｅ３２に対して、定電流源Ａ２，Ａ３からの駆動電流が順
方向に供給されると共に、同一のドライブラインＤ２，Ｄ３上の非選択素子である有機Ｅ
Ｌ素子Ｅ１２及びＥ３２～Ｅｍ２，Ｅ１３及びＥ３３～Ｅｍ３の寄生容量を経由して走査
されない走査ラインＳ１，Ｓ３～Ｓｍの非走査時の逆バイアス電圧Ｖｃからも電荷が注入
されて、選択素子である有機ＥＬ素子Ｅ２２，Ｅ３２が立ち上がりよく発光する。
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【００３１】
　本実施形態においては、走査ラインＳ２の走査時の発光立ち上がり時に逆バイアス電圧
Ｖｃから非選択素子である有機ＥＬ素子Ｅ１２及びＥ３２～Ｅｍ２，Ｅ１３及びＥ３３，
Ｅｍ３の寄生容量に逆バイアス方向に注入される電荷が前記プリチャージによって順方向
に注入された電荷と相殺され、選択素子である有機ＥＬ素子Ｅ２２，Ｅ３２に非選択素子
である有機ＥＬ素子Ｅ１２及びＥ３２～Ｅｍ２，Ｅ１３及びＥ３３，Ｅｍ３の寄生容量を
経由して供給される電流量が減少する。
【００３２】
　ここで、選択素子に非選択素子の寄生容量を経由して供給される電流量Δｉは、以下の
式１で表される。
 
（式１）Δｉ＝ＣＥＬ×ｄ（逆バイアス電圧Ｖｃ－非選択素子の電圧Ｖｎ）／ｄｔ
 
なお、ＣＥＬは非選択素子の寄生容量を示す。また、ｄｔは非選択素子に流れる電流値を
示し、非選択素子毎に異なる。
従来のリセット駆動法では、非選択素子の電圧Ｖｎは０Ｖであるのに対して、本実施形態
においては、前記プリチャージを行うことで非選択素子の電圧Ｖｎはプリチャージ電圧Ｖ
ｐに昇圧されている。したがって、前記プリチャージによって、発光立ち上がり時に非選
択素子の寄生容量を経由して選択素子に供給される電流量Δｉが減少することがわかる。
【００３３】
　図５は、有機ＥＬ素子Ｅ１１～Ｅｎｍの発光駆動における選択素子の電圧を示すタイム
チャート図である。図５（ａ）は従来例のリセット駆動法による発光駆動を示し、図５（
ｂ）は本実施形態の駆動方法における発光駆動を示している。従来例のリセット駆動法に
よる発光駆動では、次の走査の前に有機ＥＬ素子Ｅ１１～Ｅｎｍの電荷を放電するリセッ
ト期間を設けることで、図５（ａ）に示すように次の走査時の選択素子の電圧の立ち上が
りは急峻となるものの、立ち上がり時に選択素子の電圧が発光開始電圧Ｖｄより高くなる
オーバーシュートが生じている。これに対し、本実施形態の駆動方法における発光駆動に
おいては、次の走査の前にリセット期間後に選択素子が接続されるドライブラインＤ１～
Ｄｎ上の非選択素子を含む全ての有機ＥＬ素子Ｅ１１～Ｅｎｍに対して順方向に前記プリ
チャージ定電流を供給するプリチャージ期間を設け、前記プリチャージ定電流が供給され
た非選択素子の電圧をプリチャージ電圧Ｖｐに昇圧することによって、次の走査時に非選
択素子の寄生容量を経由して選択素子に供給される電流量を調整してオーバーシュートを
抑制することが可能となっている。これによって、発光輝度の階調制御において駆動電流
の供給時間が短い場合であっても所望の輝度を得ることができ、階調制御のリニヤリティ
ーを向上させることができる。なお、前記プリチャージによって選択素子の電圧もプリチ
ャージ電圧Ｖｐに昇圧されることとなるが、プリチャージ電圧Ｖｐは発光開始電圧Ｖｄよ
りも低い電位であるため、前記プリチャージ期間において選択素子が発光することはない
。なお、本実施形態における前記プリチャージは次の走査前に有機ＥＬ素子Ｅ１１～Ｅｎ
ｍに定電流を供給する点で従来のプリチャージ駆動法と共通するものの、本実施形態にお
いては昇圧の主たる対象は非選択素子であり、また、昇圧するべきプリチャージ電圧Ｖｐ
は次の走査時に非選択素子の寄生容量を経由して供給される電流量を抑制できる程度の電
位であるため、発光開始電圧Ｖｄまで昇圧させる従来のプリチャージ駆動法と比較してプ
リチャージ定電流源Ｂ１～Ｂｎの電流値は小さくてよく、回路を大型化させることはない
。
【００３４】
　なお、有機ＥＬ素子の個数が異なる複数種類の有機ＥＬパネルへの対応や経時変化や周
囲温度等の環境変化への対応を行うべく、前記プリチャージ定電流の電流値及び／あるい
は供給時間を任意に変更可能としてもよい。この場合は、プリチャージ定電流源Ｂ１～Ｂ
ｎを可変定電流源とする方法や陽極駆動回路１３のドライブスイッチ３１～３ｎの切り換
えを行う前記制御信号のパルス幅変調（ＰＷＭ）に基づいて有機ＥＬ素子Ｅ１１～Ｅｎｍ
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への前記プリチャージ定電流のデューティー比を変更する方法やこれらの組み合わせによ
って実施可能である。
【００３５】
　また、本実施形態では、プリチャージ定電流源Ｂ１～Ｂｎを駆動電流を供給する定電流
源Ａ１～Ａｎと別個に設けているが、プリチャージ定電流の電流値や定電流源の応答性に
よっては駆動電流を供給する定電流源がプリチャージ定電流源を兼ねる（同一の定電流源
で駆動電流の供給とプリチャージ定電流源の供給を行う）ものであってもよい。この場合
は、定電流源を可変定電流源とする方法や、プリチャージ定電流の供給時間を適宜設定す
る方法やこれらの組み合わせなどで同一の定電流源で駆動電流の供給とプリチャージ定電
流の供給とを行うことができる。
【００３６】
　本実施形態である有機ＥＬパネルの駆動装置２００は、互いに交差するように配設され
た複数の走査ラインＳ１～Ｓｍと複数のドライブラインＤ１～Ｄｎと、各走査ラインＳ１
～Ｓｍと各ドライブラインＤ１～Ｄｎとの交差位置に接続される複数の有機ＥＬ素子Ｅ１
１～Ｅｍｎと、走査時の第一の電位または非走査時の第二の電位に各走査ラインＳ１～Ｓ
ｍを接続可能な複数の走査スイッチ２１～２ｍと、駆動電流を供給する定電流源Ａ１～Ａ
ｎまたは前記第一の電位と同電位の第三の電位に各ドライブラインＤ１～Ｄｎを接続可能
な複数のドライブスイッチ３１～３ｎと、各走査スイッチ２１～２ｍに各走査ラインＳ１
～Ｓｍを順次走査させ、この走査と同期して各ドライブスイッチ３１～３ｎに選択的に各
ドライブラインＤ１～Ｄｎを定電流源Ａ１～Ａｎと接続させて各有機ＥＬ素子Ｅ１１～Ｅ
ｍｎを選択的に発光させる表示コントローラ１４と、を備える有機ＥＬパネルの駆動装置
であって、各ドライブスイッチ３１～３ｎは、プリチャージ定電流を供給するプリチャー
ジ定電流源Ｂ１～Ｂｎに各ドライブラインＤ１～Ｄｎを接続可能であり、表示コントロー
ラ１４は、次の走査ラインＳ１～Ｓｍの走査前に、各走査スイッチ２１～２ｍによって走
査ラインＳ１～Ｓｍの全てを前記第一の電位に接続すると共に、各ドライブスイッチ３１
～３ｎによってドライブラインＤ１～Ｄｎの全てを前記第三の電位に接続して各有機ＥＬ
素子Ｅ１１～Ｅｍｎの寄生容量を放電する第一のステップと、次に発光させる有機ＥＬ素
子Ｅ１１～Ｅｍｎが接続されたドライブラインＤ１～Ｄｎをプリチャージ定電流源Ｂ１～
Ｂｎと接続し、前記プリチャージ定電流を供給してこのドライブラインＤ１～Ｄｎに接続
される次に発光させない有機ＥＬ素子Ｅ１１～Ｅｍｎの電圧を発光開始電圧より低いプリ
チャージ電位に昇圧させる第二のステップと、を実行することを特徴とする。
【００３７】
　本実施形態である有機ＥＬパネルの駆動方法は、複数の走査ラインＳ１～Ｓｍと複数の
ドライブラインＤ１～Ｄｎとを互いに交差するように配設し、各走査ラインＳ１～Ｓｍと
各ドライブラインＤ１～Ｄｎとの交差位置に複数の有機ＥＬ素子Ｅ１１～Ｅｍｎを接続し
、走査時の第一の電位または非走査時の第二の電位に各走査ラインＳ１～Ｓｍを接続可能
とし、駆動電流を供給する定電流源Ａ１～Ａｎまたは前記第一の電位と同電位の第三の電
位に各ドライブラインＤ１～Ｄｎを接続可能とし、各走査ラインＳ１～Ｓｍを順次走査さ
せ、この走査と同期して選択的に各ドライブラインＤ１～Ｄｎを定電流源Ａ１～Ａｎと接
続させて各有機ＥＬ素子Ｅ１１～Ｅｍｎを選択的に発光させる有機ＥＬパネルの駆動方法
であって、プリチャージ定電流を供給するプリチャージ定電流源Ｂ１～Ｂｎに各ドライブ
ラインＤ１～Ｄｎを接続可能とし、次の走査ラインＳ１～Ｓｍの走査前に、走査ラインＳ
１～Ｓｍの全てを前記第一の電位に接続すると共に、ドライブラインＤ１～Ｄｎの全てを
前記第三の電位に接続して各有機ＥＬ素子Ｅ１１～Ｅｍｎの寄生容量を放電する第一のス
テップと、次に発光させる有機ＥＬ素子Ｅ１１～Ｅｍｎが接続されたドライブラインＤ１
～Ｄｎをプリチャージ定電流源Ｂ１～Ｂｎと接続し、前記プリチャージ定電流を供給して
このドライブラインＤ１～Ｄｎに接続される次に発光させない有機ＥＬ素子Ｅ１１～Ｅｍ
ｎの電圧を発光開始電圧より低いプリチャージ電位に昇圧させる第二のステップと、を実
行することを特徴とする。
【００３８】
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　これによれば、次の走査時の発光立ち上がり時に非選択素子の寄生容量を経由して選択
素子に経由して供給される電流量が減少させ、発光立ち上がり時の選択素子の電圧にオー
バーシュートが生じることを抑制することができるため、有機ＥＬ素子Ｅ１１～Ｅｍｎを
立ち上がりよく発光させ、また、発光輝度の階調制御におけるリニヤリティーを向上させ
ることが可能となる。
【００３９】
　また、かかる有機ＥＬパネルの駆動装置２００及び有機ＥＬパネルの駆動方法は、前記
プリチャージ定電流の電流値及び／あるいは供給時間を任意に変更可能であることを特徴
とする。
　これによれば、有機ＥＬ素子の個数が異なり複数種類の有機ＥＬパネルに用いる場合や
経時変化や周囲温度等の環境変化が生じる場合などの最適なプリチャージ電圧Ｖｐの値が
変化する状況への対応ができ、有機ＥＬパネルの駆動装置や駆動方法としての利便性を向
上させることができる。
【００４０】
　また、かかる有機ＥＬパネルの駆動装置２００及び有機ＥＬパネルの駆動方法は、定電
流源Ａ１～Ａｎは、プリチャージ定電流源Ｂ１～Ｂｎを兼ねることを特徴とする。
　これによれば、回路を小型化させることができる。
【産業上の利用可能性】
【００４１】
　本発明は、ドットマトリクス型の有機ＥＬパネルの駆動装置及び駆動方法に好適である
。
【符号の説明】
【００４２】
　２００　有機ＥＬパネルの駆動装置
　１１　有機ＥＬパネル
　１２　陰極駆動回路
　１３　陽極駆動回路
　１４　表示コントローラ
　１５　メモリ
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